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＜病棟連絡事項＞
・Aユニットの暖房の不調への対応
　Aユニットのホールにブルーヒーターを設置し、Aユニットの患者様へ毛布を1枚追加しています。
＜ベッドコントロール＞
・転出：大山　広美様～　西B28　→　北403　15：30
＜患者様連絡事項＞
・馬渡　澄雄様～兄様より連絡があり、洗濯がたまったら、取りに来る為連絡を下さいとの事です。また、9：30介護認定調査実施しています。
・沼山　真紀子様～今回の一件に関して主治医より説明がある。多数の役職が携わっており、周囲の影響を考え社会的に医療保護入院もやむを得ない状態であるということを本人に説明。しばらくは単独での外出は許容できないことを条件に任意入院を継続とする。
＜要注目患者様情報＞
・沼山　真紀子様～表情の硬さがあり、詰所内やスタッフの動向を伺っている様子が見られていますが、妄想発言は聞かれず、スタッフ対応穏やかです。引き続き、訴えの内容や行動、睡眠状況の観察を行っていきましょう。
・中川原　田鶴子様～食事や服薬等、日課には声掛けと介入が必要で、また、常に他者の側にいる事が目立ちます。不安そうな表情で、まとまりの無い話をしてくる事もあり傾聴しています。引き続き、活動状況の観察をしていきましょう。
・馬渡　澄雄様～他者交流はなく、部屋やBユニットホールで新聞を見たりと過ごして
います。不機嫌さ無く、対応穏やかです。
・小田　沙也加様～22号室の同室者がうるさいと、23号室へ部屋移動をしていますが、再
度23号室の同室者がうるさいと部屋移動を希望してきており、思うよ
うにいかない事で易怒的となり、大声を出す事や、他者へ易怒的とな
る事があります。不機嫌さが見られていますので、他者トラブルとな
らないように介入していきましょう。
・盛　美鈴様～準夜帯より気分高揚さが見られ、声高さや他者交流の多さが続いています。
深夜帯、不眠時）ルネスタ(1)1T内服しますが不眠で経過。日中は部屋で
寝ており、昼食も拒食しています。苦情やトラブルなく経過しています。
日中、夜間の活動状況の観察を行い、日中の離床をすすめていきましょう。
・松川　順子様～13：50、トイレにあった排泄物を見て被害的となり、突然大声を出しながら行動を荒げ、不穏となる事がありました。頓服薬内服後、次第に落ち着く事ができています。衝動行為に注意していきましょう。
・船場　稔様～日課の遅れは無く、食事や服薬も問題無く出来ている事、嗜好品の摂取量
も適量である事から、セルフケア能力向上の為自己管理開始としています。
＜安ヶ平Dr.患者様診察情報＞
・續石　啓介様～不機嫌さや他者への不満言動なく落ち着いて過ごされている事情報提供。
診察中は主治医の話に対し笑顔で受け答えしている。
臨時薬のボラザG軟膏2.4g 7本、アズノール軟膏とエキザルベ軟膏 1本ずつ処方頂く。定期薬の処方変更は無い。
・中居　松男様～夜間一時的に易怒性があった事、大声や奇声をあげる事があった事を情報提供。「薬飲む回数を減らしてほしい」と訴えあり、主治医より処方の変更を提案したが本人が今のままで良いと話した為処方の変更は無い。診察中は主治医の話を力強く頷きながら聞いている。気分の高揚さや不機嫌さは無い。
・田村　真紀子様～気分高揚さや多弁さはなく落ち着いて経過している事、夜間は眠剤の頓服薬を使用していることを情報提供。診察中は家族と連絡は取っているのか、運動は順調かの質問を受け「大丈夫です」とややニヤつきながら受け答えしている。主治医より運動は継続して行うようにと指示あり。定期薬の変更は無い。
・竹内　恒子様～一時的に不機嫌となる事があった事、レストラン移動中に躓き両膝をついた事があった事などを情報提供。診察中は自分で書いた献立表を見せながら語気強く訴えている様子あり。話の切り上げなかなかできずにいたが、主治医の話は真面目に相槌を打って聞いている。定期薬の処方は無い。
＜安ヶ平Dr.患者様退院支援委員会会議＞

・續石　啓介様～施設申し込みはしていますが空きが無く連絡待ちの状態です。

　　　　　　　　精神症状の観察を継続していきましょう。

・田村　真紀子様～施設入所を検討中です。精神症状や歩行状態の観察を継続し、

ADL低下予防していきましょう。

・竹内　恒子様～数ヶ所施設見学申し込みしています。精神症状の観察を継続し

ADLの低下予防に努めていきましょう。

・中居　松男様～退院後の方向性について詳しくは未定となっています。
